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裏面で
は

川崎区
を

ぶら歩
き！

川崎市市制100周年記念

７区の歴史を振り返る
2024年、川崎市は市制100周年をむかえます。
その歴史を知るため、川崎市7区をぶらりと歩いてみました。
それぞれの区の昔の写真を手に、歩いて、見て、聞いて、感じて、発見したこと。
それは今に至る100年の発展の理由でした。
あなたの住んでいるまちの昔を知っていますか？
過去にはこれからの100年先の未来を考えるヒントが、きっとあるはずです。

特設サイト
https: //www.city.kawasaki.jp /
170 /page/0000147126.html
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川
崎
駅
前
に
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む

沖
縄
の
魔
除
け
の
石
碑

　

２
０
１
１
（
平
成
23
）
年

に
再
整
備
が
完
了
し
た
Ｊ
Ｒ

川
崎
駅
の
東
口
広
場
。
そ
の

一
角
に
、
人
の
背
丈
く
ら
い

の
石
碑
を
見
つ
け
た
。
朝
の

ラ
ッ
シ
ュ
時
、
そ
の
前
で
足

を
止
め
る
人
は
な
く
、
皆
、

せ
わ
し
な
く
移
動
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
立

派
な
作
り
で
は
な
い
か
。

　

表
に
は
「
石い

し
が
ん
と
う

敢
當
」
と
い
う
３
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
な
に
？　

石
碑
の
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
由
来
に
よ
る

と
、
１
９
６
６
（
昭
和
41
）
年
９
月
、
宮
古
島
を
は
じ
め
と
し

た
沖
縄
諸
島
が
複
数
回
の
台
風
に
襲
わ
れ
大
き
な
被
害
を
受
け

た
際
に
、
川
崎
市
は
積
極
的
な
救
援
活
動
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

対
す
る
礼
と
し
て
、
宮
古
島
か
ら
贈
ら
れ
た
と
い
う
。
川
崎
区

役
所
の
久
保
寺
勝
行
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

「
石
敢
當
は
古
来
か
ら
沖
縄
で
魔
除
け
と
し
て
置
か
れ
る
石
碑

で
す
。
近
代
以
降
川
崎
と
沖
縄
は
結
び
つ
き
が
強
く
、
沖
縄
出

身
の
移
住
者
が
多
い
の
で
す
」

　

大
正
時
代
、
現
在
、
川
崎
競
馬
場
の
あ
る
場
所
に
富ふ

じ

が

す

士
瓦
斯

川崎
区トリビア

京浜急行といえば泉岳寺と浦賀を結ぶ本線のイメージが強いが、最も古い路線は大師線。
1899（明治32）年の開通（当時は大師電気鉄道）で、電車としては日本で３番目に古い。

京急のはじまりは？
工業地帯のイメージが強いが、遠浅で豊穣な海で海苔の養殖が盛んだった時期もあった。
1934（昭和９）年頃は、400世帯の漁師のほか、出稼ぎの人も手伝いに来ていた。

川崎が海苔の産地だった？

市
電
が
通
っ
た
跡
を
た
ど
っ
て
み
た
。
駅
東
口
か
ら
伸
び
る
市

電
通
り
は
、
産
業
道
路
（
東
京
大
師
横
浜
線
）
と
交
差
す
る
。

そ
の
先
に
高
度
経
済
成
長
を
支
え
た
工
業
地
帯
が
あ
っ
た
。

　

工
場
で
働
い
て
い
た
人
た
ち
は
、
国
内
出
身
者
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。

「
朝
鮮
半
島
か
ら
移
り
住
ん
だ
方
も
多
く
、
大
島
四
ツ
角
か
ら

産
業
道
路
ま
で
の
通
り
を
中
心
と
し
た
一
帯
は
、
焼
肉
店
や
韓

国
か
ら
輸
入
し
た
食
材
を
販
売
す
る
お
店
が
営
業
し
て
い
て
、

コ
リ
ア
タ
ウ
ン
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
」

　

と
、
川
崎
区
役
所
の
高
橋
和
仁
さ
ん
。

　

産
業
道
路
沿
い
に
あ
る
桜
川

公
園
に
は
、
市
電
の
車
体
が
展

示
さ
れ
て
い
る
。
毎
日
働
く
人

た
ち
を
運
ん
だ
車
両
が
、
現
役

を
退
い
て
静
か
に
休
ん
で
い

る
。
ま
た
桜
川
公
園
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、「
お
つ

か
れ
さ
ま
」
の
一
言
を
か
け
て

あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

市電は川崎駅東口の小川町から走り出し
た。産業道路までは今も市電通りと呼ば
れており、標識が立っている。電車は道
路の中央を走行した。
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銀
柳
街

に
ぎ
わ
っ
た
駅
前
の
商
店
街

銀
座
街
に
は
名
古
屋
城
が
あ
っ
た
？

　

駅
の
東
口
か
ら
南
東
に
向
か
う
と
、
銀
柳
街
に
出
る
。
全
長

約
２
５
０ｍ
に
約
60
店
舗
が
並
ぶ
商
店
街
。
多
数
の
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
や
、
天
窓
が
設
け
ら
れ
た
開
閉
式
ア
ー
ケ
ー
ド
が
自
慢

だ
。
戦
後
ま
も
な
い
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
か
ら
そ
の
翌
年

に
か
け
て
、
京
急
川
崎
駅
か
ら
か
つ
て
の
映
画
街
ま
で
３
０
０

本
ほ
ど
の
柳
の
木
が
植
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
銀
幕
の
銀
と

柳
を
合
わ
せ
て
銀
柳
街
と
名
付
け
た
と
い
う
。

　

銀
柳
街
か
ら
新
川
通
り
を
越
え
て
南
側
、
ラ 

チ
ッ
タ
デ
ッ
ラ

が
建
つ
あ
た
り
に
は
、
１
９
３
７（
昭
和
12
）
年
に
６
館
の
映

画
館
が
開
業
。
銀
映
街（
川
崎
映
画
街
）
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

た
。
戦
災
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
戦
後
次
々
開
業
し

１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
に
は
大
小
16
館
も
の
映
画
館
が
揃
っ

た
。
市
役
所
通
り
を
越
え
て
北
側
に
は
、
約
30
店
舗
を
擁
す
る

銀
座
街
が
あ
る
。
か
つ
て
こ
の
商
店
街
に
は
「
城
」
が
あ
っ
た
。

愛
知
ふ
と
ん
店
の
店
舗
屋
上
に
初
代
店
主
が
、
故
郷
の
名
古
屋

城
天
守
閣
を
模
し
た
５
層
の
建
築
物
を
作
っ
た
の
だ
。愛知ふとん店の初代・小林明氏は、愛

知県の豊橋出身で宮大工だった。同郷
の人々に買いに来て欲しいと願い、自
らの手で立派な「名古屋城」を造った。
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桜
川
公
園

か
つ
て
の
市
電
は

ひ
っ
そ
り
と
公
園
で
保
存
さ
れ
て

　

１
９
６
９
（
昭
和
44
）
年
ま
で
、
川
崎
駅
と
臨
海
部
は
市
電

（
路
面
電
車
）
で
結
ば
れ
て
い
た
。

「
市
電
は
、
朝
晩
、
通
勤
の
労
働
者
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
ね
」

　

と
は
、タ
ク
シ
ー
の
ベ
テ
ラ
ン
運
転
手
さ
ん
。
彼
の
運
転
で
、

紡ぼ
う
せ
き績

と
い
う
会
社
の
工
場
が
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
女
性
た
ち

が
集
ま
り
工
員
と
し
て
働
い
て
い
た
。
そ
の
中
で
最
も
数
が
多

か
っ
た
の
が
、
沖
縄
出
身
者
だ
っ
た
そ
う
だ
。

宮古島特産のトラバーチ
ンという石が使われてい
る。戦前から沖縄と関係
が深い川崎市は、1996
（平成 8）年に那覇市と
友好都市となり、交流を
深めている。

市電は1944（昭和19）年に、小川町から渡田３丁目まで
の2.76kmが開通。1952（昭和27）年には京浜急行塩浜
駅まで延伸。公園内の展示車両は東京を走っていたもの
を1947（昭和22）年に川崎市が買い取った。

1962
2022

カラー化写真

提供：菅野泰男氏

提供：小林一三氏

川崎駅が開業したのは1872（明治５）年。左写真のように、
高度経済成長期には多くの人が市電やバスで臨海部に向
かって行った。現在の利用客数は１日平均約16万人。東
口は京急川崎駅もあり、ラッシュ時にはごったがえす。

1963
2022

カラー化写真

銀
柳
街
は
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
、小
売
店
な
ど
10
店
が
集
ま
っ

て
興
し
た
商
店
街
。
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
ア
ー
ケ
ー
ド
の
入
口

に
、
国
内
最
大
級
の
全
長
15
ｍ
も
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
ア
ー
チ
が
設

置
さ
れ
た
。 19632022

カラー化写真

提供：川崎市市民ミュージアム

提供：川崎市市民ミュージアム

川崎の
路面電車

銀柳街

朝の
川崎駅前

京浜工業地帯の中心に位置する川崎区は、日本の高度
経済成長を支えた工業の街。工場は日本各地や海外か
ら来た多くの人たちにも支えられていました。川崎市
の多様性の原点を見つけに、ぶら歩き。

川崎区はなぜ
日本の高度経済成長を
支えることができたのか？

かわさきマイスターの印刷技能士・流石栄基さんにより、昔の川崎の白黒写真20
作品をカラーで再現しました。プロジェクトはガバメントクラウドファンディング
によって実現されました。

白黒写真カラー化
プロジェクトとは

川崎区役所
まちづくり推進部

企画課

高橋和仁さん

川崎区役所
まちづくり推進部

企画課

久保寺勝行さん

銀柳街
桜川公園

川崎駅
1 2

3
市電通り

産業
道路

多摩川

かつての
賑わいの記憶が
残っています

区崎川

案内人はこちらのお二人


